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・ ２月のドイツのＩｆｏ企業景況感指数（2005年＝100）は４ヶ月連続で改善した。内訳は、現状判断が

２ヶ月連続、先行き判断が５ヶ月連続で何れも改善。世界的な景気減速懸念が広がった昨年央以降の

低迷から完全に抜け出した。21日に発表された２月のユーロ圏のＰＭＩ指数では、フランスやその他

ユーロ圏（イタリアやスペインなど）の業況悪化が響き、景気の先行きに不透明感も広がっていた。

だが、今回のＩｆｏ指数の全面的な改善からは年明け以降のドイツ景気に回復の動きが広がっている

ことが確認される。南欧諸国では厳しい財政緊縮や失業増加から景気低迷の長期化が予想されるが、

輸出回復を起点としたドイツ景気の回復が続くことで、ユーロ圏全体の景気悪化を食い止めよう。 

・ 業種別の業況判断ＤＩは、製造業と建設業の先行き判断の改善が顕著。製造業は過去の好況期と比べ

まだ出遅れているものの、昨年５月以来の水準を回復した。建設業は11ヶ月振りに業況判断の分岐点

を上回り、東西ドイツ統一後で最良水準を記録した。一方、小売業は業況悪化に歯止めが掛かってき

たものの、７ヶ月連続で業況判断の分岐点を下回った。ただ、同時に発表されたサービス業の業況判

断ＤＩが先行き判断の改善を受けて一段と改善。内需部門にも改善の動きが徐々に広がっている。 
■ドイツ：Ｉｆｏ企業景況感 ■ドイツ：製造業業況判断
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■ドイツＩｆｏ企業景況感

2012 2012 2013
1Q 2Q 3Q 4Q 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

企業景況感(総合) 109.2 107.2 102.3 101.4 103.2 102.2 101.4 100.1 101.5 102.5 104.3 107.4

現状指数 117.0 114.8 110.9 107.5 111.5 111.0 110.2 107.3 108.1 107.1 108.1 110.2
先行き指数 101.9 100.1 94.3 95.6 95.5 94.1 93.3 93.4 95.4 98.1 100.6 104.6

業況判断 10.7 6.9 -2.6 -4.3 -0.8 -2.6 -4.3 -6.8 -4.0 -2.2 1.3 7.3
製造業 13.7 9.8 -2.6 -5.4 -2.2 -1.4 -4.2 -7.0 -6.3 -2.8 2.8 9.5
建設業 0.4 -4.6 -7.8 -8.5 -6.6 -6.8 -10.0 -11.6 -7.4 -6.6 -0.2 6.9
卸売業 12.7 8.4 0.4 1.7 3.9 -2.6 0.0 -3.2 4.8 3.4 -1.4 6.3
小売業 4.6 2.3 -1.4 -2.4 5.0 -5.0 -4.1 -5.7 -0.4 -1.2 -1.2 -1.2

出所：Ifo  


